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環境と経済が両立できる社会を持続する

上で資源問題は、我が国が直面する大きな課

題です。特に石油危機を機に資源価格が高騰

するなど新聞、テレビ等で「レアメタル」と

いう言葉を耳にするようになりました(表 1)。 

それは、近年ものづくりが大きくレアメタ

ルに依存するようになり、今後普及が期待さ

れるハイブリッド自動車のモーター、蓄電池

や燃料電池用触媒等の環境対策分野で需要

の拡大が見込まれており、産業の生命線とな

っているからに他なりませんが、問題はそれ

だけではありません。資源が大きく偏在して

いる点にもあります(表 2)。 

経済産業省では、こうした背景から平成 21

年 7 月 28 日「レアメタル確保戦略」として

今後の対応を公表しました。ここではその概

要を抜粋してご紹介します。 

◇ レアメタルの定義 

鉱業審議会レアメタル総合対策特別小委

員会において、「地球上の存在量が稀である

か、技術的・経済的な理由で抽出困難な金属

のうち、現在工業用需要があり今後も需要が

あるものと、今後の技術革新に伴い新たな工

業用需要が予測されるもの」と定義されてい

ます。今日、31 鉱種を対象とするものの、

定義を踏まえ、その鉱種は情勢に応じて見直

しがあり得るとしています。  

レアメタル一覧 

リチウム、ベリリウム、ホウ素、(希土類)、

チタン、バナジウム、クロム、マンガン、コ

バルト、ニッケル、ガリウム、ゲルマニウム、

セレン、ルビジウム、ストロンチウム、ジル

コニウム、ニオブ、モリブデン、パラジウム、

インジウム、アンチモン、テルル、セシウム、

バリウム、ハフニウム、タンタル、タングス

テン、レニウム、白金、タリウム、ビスマス 

希土類元素（レアアース）17 種類 

スカンジウム、イットリウム、ランタン、セ

リウム、プラセオジム、ネオジム、プロメチ

ウム、サマリウム、ユーロピウム、ガドリニ 

ウム、テルビウム、ジスプロシウム、ホルミ 

ウム、エルビウム、ツリウム、イッテルビウ 

ム、ルテチウム 

 

 

 
◇ 戦略の主な内容  

(1) 集中的・戦略的取組  
供給の安定性が重要であり、需給動向、

鉱山開発動向、生産集中度、資源偏在性等

に加え、リサイクル、代替材料供給の状況、

新エネ・省エネ製品の動向、技術開発動向、

企業戦略等についての検討。  

(2) レアメタル確保に向けた４つの柱  
① 海外資源確保  

② リサイクル  

③ 代替材料開発  

④ 備蓄  

(3) レアメタル確保に向けた共通基盤の整
備  

① 資源人材育成 

② 資源分野の技術力強化  

③ 一体的取組 

詳細は

http://www.meti.go.jp/press/20090728004

/20090728004.html をご覧ください。 

 

 

 

 
 

表 1 主要なレアメタルの価格高騰 

表 2 レアメタル資源の偏在性 

レアメタルの確保とその戦略について 
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